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定 例 会

８日 ～20日

３月３月

　
平
成
18
年
第
１
回
行
方
市
議
会
定
例
会
は
、
３
月
８
日
か
ら
20
日
ま
で
の
13
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
18
年
度
事
業
執
行
の
指
標
と
な
る
一
般
会
計
・
特
別

会
計
予
算
を
中
心
に
、
専
決
の
承
認
案
２
件
、
条
例
案
34
件
、
予
算
案
18
件
、
同
意

案
１
件
、
そ
の
他
12
件
の
計
67
議
案
が
提
出
さ
れ
、
慎
重
な
る
審
議
の
結
果
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
、
９
名
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
市
長
を
は
じ
め
関
係

部
課
長
の
見
解
、
方
針
を
問
い
ま
し
た
。

会　　計　　別

国民健康保険特別会計

老人保健特別会計

介護保険特別会計

農業集落排水事業特別会計

特定環境保全公共下水道事業特別会計

流域関連公共下水道事業特別会計

収益的収入　　　

収益的支出　　　

資本的収入　　　

資本的支出　　　

収益的収入　　　

収益的支出　　　

資本的収入　　　

資本的支出　　　

平成18年度

4,595,300 

3,760,400 

2,388,800 

421,600 

532,700 

551,500 

876,200 

876,200 

70,060 

388,950 

229,660 

229,660 

0 

0 

平成17年度

2,933,300 

2,238,100 

1,317,400 

210,700 

467,500 

492,500 

562,945 

613,493 

150,437 

347,426 

137,130 

137,130 

0 

0 

（単位：千円）

（単位：千円）

歳入

特別会計・企業会計

水道事業会計

国民宿舎白帆荘

運営事業会計

309億911万円309億911万円

地 方 交 付 税

市 税

市 債

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

繰 入 金

地 方 譲 与 税

諸 収 入

そ の 他

合 計

平成18年度

5,400,000 

3,217,140 

2,528,200 

1,348,640 

1,159,602 

1,071,114 

639,400 

371,000 

1,428,904 

17,164,000 

平成17年度

2,828,508 

1,323,143 

1,445,530 

894,495 

992,629 

595,930 

391,215 

1,350,150 

697,200 

10,518,800 

26.89％

12.58％ 8.50％ 5.67％ 12.84％
6.62％

地方交付税
（31.46％）

市税
（18.74％）

市債
（14.73％）

県支出金
（6.76％）

地方譲与税
（3.73％）

その他
（8.32％）

地方交付税
（31.46％）

市税
（18.74％）

市債
（14.73％）

県支出金
（6.76％）

地方譲与税
（3.73％）

その他
（8.32％）

議会だより議会だより議会だよりNo.3
行方市

年
助
成
を
し
な
け
れ
ば
や
っ
て
い
け
な
い

と
い
う
現
状
で
あ
る
。
鹿
島
鉄
道
が
で
き

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
バ
ス
な
ど
ほ
か
の
代

替
も
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
何
と
か

関
東
鉄
道
に
も
う
少
し
頑
張
る
べ
き
だ
と

い
う
こ
と
で
話
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

問
　
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
へ
の
負
担

金
の
計
算
基
準
と
費
用
対
効
果
、
機
構
の

人
員
的
な
内
訳
は

答
　
機
構
は
、
処
理
困
難
な
市
町
村
の
収

入
未
済
額
の
資
金
繰
り
を
広
域
的
な
徴
収

総
　
務
　
費

問
　
鹿
島
鉄
道
対
策
協
議
会
の
進
捗
状
況
は

答
　
現
在
存
続
さ
せ
る
た
め
の
方
法
を
協

議
し
、
乗
客
数
の
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が

か
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
、
毎

平
成
18
年
度

平
成
17
年
度

12.84％ 9.44％13.74％ 9.44％ 3.72％3.72％

国庫支出金
（7.86％）

繰入金
（6.24％）

諸収入
（2.16％）

国庫支出金
（7.86％）

繰入金
（6.24％）

諸収入
（2.16％）
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（単位：千円）

歳出

平成18年度 予算成立 総 額平成18年度 予算成立 総 額

公 債 費

民 生 費

総 務 費

教 育 費

土 木 費

農林水産業費

衛 生 費

消 防 費

そ の 他

合 計

平成18年度

2,182,839 

3,332,871 

2,124,960 

3,548,944 

1,741,204 

1,252,120 

1,343,008 

877,779 

760,275 

17,164,000 

平成17年度

2,054,587 

1,859,522 

1,472,531 

1,411,137 

1,233,245 

857,089 

841,201 

471,192 

318,296 

10,518,800 

17.68％ 8.15％ 4.48％13.42％

公債費
（12.72％）

教育費
（20.68％）

消防費
（5.11％）

公債費
（12.72％）

教育費
（20.68％）

農林水産業費
（7.3％）
農林水産業費
（7.3％）

消防費
（5.11％）

行方市
No.3議会だより議会だより議会だより

い
ろ
検
討
し
て
い
き
た
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
バ
ス
と
称
し
て
、
バ
ス
の
廃
線
を
行

政
が
補
う
こ
と
に
つ
い
て
も
よ
く
検
討
を

し
て
い
き
た
い
。

問
　
区
の
運
営
交
付
金
の
割
り
振
り
は

答
　
交
付
要
綱
を
定
め
、
区
で
事
業
を
実

施
し
て
い
く
場
合
に
、
そ
の
運
営
に
対
し

て
交
付
を
し
て
い
く
。
具
体
的
な
調
整
は
、

地
区
の
要
望
等
も
聞
き
な
が
ら
、
予
算
の

範
囲
内
で
交
付
を
し
て
い
く
。
そ
の
際
に
、

世
帯
割
あ
る
い
は
戸
数
割
で
基
準
額
を
定
め
、

戸
数
割
は
80
世
帯
を
基
準
に
し
た
い
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
の
花
木
鳥
の

策
定
委
員
と
は

答
　
委
員
は
、
花
木
鳥
に
つ
い
て
見
識
が

あ
る
方
、
市
民
を
代
表
さ
れ
る
方
、
議
員

そ
の
他
、
12
名
を
考
え
て
い
る
。

　
花
木
鳥
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
皆
さ
ん
の
意

見
を
も
と
に
選
定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

民
　
生
　
費

問
　
家
庭
的
保
育
事
業
と
は

答
　
在
宅
の
保
育
士
が
自
宅
で
子
供
を
保

育
す
る
事
業
で
あ
る
。
保
育
士
と
補
助
者

２
名
で
保
育
に
当
た
り
、
３
名
ま
で
子
供

を
預
か
れ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
北
浦
地
区

１
カ
所
で
お
願
い
し
て
い
る
。
合
併
本
来

の
効
果
を
出
す
た
め
に
も
、
既
存
の
保
育

所
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
Ｆ
Ｃ
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
参
画
出
資
金
の
意
義
と
メ
リ
ッ
ト
は

答
　
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
利

用
し
、
行
方
市
の
知
名
度
の
ア
ッ
プ
を
図
る
。

　
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
行
方
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
リ
ン
ク
さ
れ
る
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
配

っ
て
い
る
月
刊
誌
に
イ
ベ
ン
ト
等
の
情
報

が
掲
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
４
月
か
ら
小
学

生
全
員
に
無
料
招
待
券
を
配
布
す
る
、
９

月
10
日
を
行
方
の
日
と
い
う
こ
と
で
、
一

般
の
方
が
１
０
０
０
円
、
65
歳
以
上
の
方

が
無
料
で
の
招
待
や
観
光
P
R
な
ど
が
行

わ
れ
る
。

問
　
玉
造
か
ら
土
浦
ま
で
の
路
線
バ
ス
を

北
浦
の
方
ま
で
延
線
で
き
な
い
か
。

答
　
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
い
ろ

体
制
を
整
備
す
る
と
い
う
こ
と
で
設
立
さ

れ
た
。
県
職
員
、
市
町
村
職
員
、
弁
護
士
、

警
察
等
の
O
B
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、

行
方
市
か
ら
１
名
の
職
員
が
出
向
し
て
い
る
。

　
本
年
度
負
担
金
は
、
各
市
町
村
の
均
等

割
が
５
万
円
、
処
理
件
数
割
20
件
、
そ
の

ほ
か
、
前
々
年
度
の
徴
収
金
額
実
績
分
の

10
％
が
ベ
ー
ス
で
あ
る
。

　
対
費
用
効
果
は
、
約
90
％
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

こんな質問がありました。

（掲載されているのは質問の

一部を要約したものです）

平
成
18
年
度

平
成
17
年
度

19.53％ 14％ 11.72％ 8％ 3.02％

総務費
（12.38％）

土木費
（10.14％）

衛生費
（7.82％）

19.53％ 14％ 11.72％ 8％ 3.02％

民生費
（19.42％）
民生費

（19.42％）
総務費

（12.38％）
土木費

（10.14％）
衛生費

（7.82％）
その他

（4.43％）
その他

（4.43％）






